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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りは横ばいになりました。

カナダの⾦利は、先週は重要な経済指標の発
表が無かったため、⽶国の⾦利の動きにつられ
る形で方向感無く推移しました。カナダ・ドル
は、⽶中通商協議の第⼀段階の合意に署名がな
されたことや⽶国上院議会でUSMCA（⽶国・メ
キシコ・カナダ協定）実施法案が可決されたこ
となどにより、対円で上昇圧⼒が強まりました。

先週の回顧

今週、カナダ銀⾏（中央銀⾏）の⾦融政策決
定会合が予定されており、市場では政策⾦利の
据え置きが⾒込まれています。直近、軟調な経
済指標が散⾒されているため、声明文において
今後の政策⾦利の方向性についてどのような⾔
及がなされるかに注目が集まります。また、経
済指標では、CPI（消費者物価指数）や小売売
上高などの発表が予定されています。小売売上
高は前回、前月比マイナスとなったものの、今
回は前月比プラスに転じることが⾒込まれてい
ます。

足元では、株価が⽶中通商協議の進展などを
背景に堅調に推移しており、カナダの通貨・⾦
利を下⽀えすることが⾒込まれます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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